
























I 研究の趣旨

　在宅心身障害児をかかえた家庭のもつさまざまな悩みや苦しみを緩和し解消

し,障害児と家族の人間的成長や自己実現を援助する家族指導技術の開発をめ

ざして,本年度は前年度に実施した「在宅心身障害児をかかえた家庭の実態調

査」の分折を通して問題点の把握をおこなうとともに問題解決の手がかりとし

て役立つ家族診断スキームの作成を試みた。


